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(57)【要約】
【課題】フラットフィールドの映像信号を好適に出力す
ること。
【解決手段】所定の伝送規格に従ってＬｉｎｋＡ及びＢ
のＨＤ－ＳＤＩ信号にマッピングし、ＬｉｎｋＡについ
ては、各水平ラインのデータのうち、０００ｈ，０００
ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信
号ＳＡＶを所定の値に書き換える。そして、水平ブラン
キング期間以外のデータに自己同期型スクランブルを掛
ける。そして、ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジス
タの値を全て０にセットしてエンコードし、誤り検出符
号ＣＲＣに続く少なくとも数ビットまでのデータを出力
する。一方、ＬｉｎｋＢのＲＧＢのビットを８Ｂ／１０
Ｂエンコーディングしたデータと多重して、１０．６９
２Ｇｂｐｓのシリアル・デジタルデータを生成する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の伝送規格に従ってマッピングされたＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，
ＣＨ７及びＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩフォーマッ
トのシリアル・デジタルビデオ信号を、それぞれシリアル／パラレル変換するシリアル／
パラレル変換部と、
　前記シリアル／パラレル変換部によってシリアル／パラレル変換されたＬｉｎｋＡの各
水平ラインのデータのうち、０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイ
ミング基準信号ＳＡＶを所定の値に書き換えて、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブ
ライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータの
みに自己同期型スクランブルを掛け、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内
のレジスタの値を全て０にセットしてエンコードし、誤り検出符号ＣＲＣに続く少なくと
も数ビットまでのデータを出力するスクランブラと、
　前記シリアル／パラレル変換部によってシリアル／パラレル変換されたＬｉｎｋＢの各
水平ラインのデータのうち、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング
基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみからＲＧＢのビッ
トを抜き出す抜き出し部と、
　前記抜き出し部によって抜き出されたＬｉｎｋＢのＲＧＢのビットを８ビット／１０ビ
ットエンコーディングする８ビット／１０ビットエンコーダと、
　前記スクランブラによって自己同期型スクランブルを掛けられたＬｉｎｋＡのパラレル
・デジタルデータと、前記８ビット／１０ビットエンコーダによって８ビット／１０ビッ
トエンコーディングされたＬｉｎｋＢのパラレル・デジタルデータとを多重する多重部と
、
　前記多重部によって多重されたパラレル・デジタルデータから、所定のビットレートの
シリアル・デジタルデータを生成するシリアル・デジタルデータ生成部と
　を備える信号送信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、ＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ０
，ＬＮ１，ＬＮ１の順に書き換える
　信号送信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
をランダムな数値に書き換える
　信号送信装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、ＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ０
，ＬＮ１，ＬＮ１の順に書き換える
　信号送信装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、０００ｈ，０００ｈ及びＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ラ
イン番号ＬＮ０，ＬＮ１の順に書き換える
　信号送信装置。
【請求項６】
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　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、ＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ１
及び０００ｈ，０００ｈの順に書き換える
　信号送信装置。
【請求項７】
　所定の伝送規格に従ってマッピングされたＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，
ＣＨ７及びＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩフォーマッ
トのシリアル・デジタルビデオ信号を、それぞれシリアル／パラレル変換する第１のステ
ップと、
　前記第１のステップでシリアル／パラレル変換したＬｉｎｋＡの各水平ラインのデータ
のうち、０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡ
Ｖを所定の値に書き換えて、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング
基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみに自己同期型スク
ランブルを掛けるステップであって、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内
のレジスタの値を全て０にセットしてエンコードし、誤り検出符号ＣＲＣに続く少なくと
も数ビットまでのデータを出力する第２のステップと、
　前記第１のステップでシリアル／パラレル変換したＬｉｎｋＢの各水平ラインのデータ
のうち、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ラ
イン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみからＲＧＢのビットを抜き出す第３の
ステップと、
　前記第３のステップで抜き出したＬｉｎｋＢのＲＧＢのビットを８ビット／１０ビット
エンコーディングする第４のステップと、
　前記第２のステップで自己同期型スクランブルを掛けたＬｉｎｋＡのパラレル・デジタ
ルデータと、前記第４のステップで８ビット／１０ビットエンコーディングしたＬｉｎｋ
Ｂのパラレル・デジタルデータとを多重する第５のステップと、
　前記第５のステップで多重したパラレル・デジタルデータから、所定のビットレートの
シリアル・デジタルデータを生成する第７のステップと、を有する
　信号送信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、３８４０×２１６０／２４Ｐ，２４／１．００１Ｐ，２５Ｐ，３０
Ｐ，３０／１．００１Ｐ／４：４：４／１２ビット信号をビットレート１０Ｇｂｐｓ以上
でシリアル伝送する場合に適用して好適な信号送信装置及び信号送信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願人は、３８４０×２１６０／２４Ｐ，２４／１．００１Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ，３
０／１．００１Ｐ／４：４：４／１２ビット信号を、ビットレート１０Ｇｂｐｓ以上でシ
リアル伝送する技術を既に開示済みである。３８４０×２１６０／２４Ｐ，２４／１．０
０１Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ，３０／１．００１Ｐ／４：４：４／１２ビット信号は、４ｋ×
２ｋ信号（４ｋサンプル×２ｋラインの超高解像度信号）の一種である。
【特許文献１】特開２００８－９９１８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、特許文献１に開示された技術を用いて、４ｋ×２ｋ信号のシリアル伝送を行
う場合、単一色のみからなる画面（フラットフィールド）を構成する映像信号の生成が行
えなくなることが判明した。この点について図２０を参照して説明する。
【０００４】
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　図２０は、従来のベーシックストリームの伝送例を示す。
　図２０Ａは、ベーシックストリームＣＨ１，３，５，７を伝送する場合におけるデータ
構造の例を示す。
　従来、ベーシックストリームＣＨ１，３，５，７のＥＡＶに続くフィールド１０１には
、（ＬＮ０，ＬＮ０，ＬＮ１，ＬＮ１）が含まれる。ＣＨ１，３，５，７のＳＡＶ内にお
ける（３ＦＦｈ，３ＦＦｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，ＸＹＺ，ＺＹＺ
ｈ）のフィールド１０２で示される（０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ）はその
ままスクランブルが掛けられる。このとき、ＣＸＹＺｈの下位２ビットを、ＣＨ１，３，
５，７でそれぞれ、（０，０），（０，１），（１，０），（１，１）に書き換える。
【０００５】
　図２０Ｂは、ベーシックストリームＣＨ２，４，６，８を伝送する場合におけるデータ
構造の例を示す。
　ベーシックストリームＣＨ２，４，６，８は、それぞれＳＡＶとアクティブビデオとＥ
ＡＶによって構成される映像信号に変換される。ただし、この映像信号は、８Ｂ／１０Ｂ
変換される。
【０００６】
　図２０Ｃは、１０ビット８ワードのデータ構造の例を示す。
　図２０Ａにおけるフィールド１０３と、図２０Ｂにおけるフィールド１０４は、それぞ
れ、１０ビット８ワードのデータに挿入される。
【０００７】
　ここで、フィールド１０３は元データをスクランブルしたデータであるため、Ｋ２８．
５信号に相当する８Ｂ／１０Ｂ符号のワード同期信号を誤って生成することがある。例え
ば、単一色の映像信号をスクランブルした場合に、Ｋ２８．５信号に相当する８Ｂ／１０
Ｂ符号のワード同期信号を生成すると、この８Ｂ／１０Ｂ符号のワード同期信号が１フィ
ールドの同じ水平位置に出力されてしまう。映像信号の出力は、ステートマシンによって
制御されており、この８Ｂ／１０Ｂ符号のワード同期信号が１フィールドの同じ水平位置
に連続して出力されると、映像信号の出力のワード区切りを誤ってしまい、フラットフィ
ールドの映像信号を出力できなくなる。
【０００８】
　本発明はこのような状況に鑑みて成されたものであり、フラットフィールドの映像信号
を好適に出力することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明は、所定の伝送規格に従ってマッピングされたＣＨ
１～ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩフォーマットのシリアル・デジタルビデオ信号を、それぞれシ
リアル／パラレル変換する。ここで、ＣＨ１～ＣＨ８は、ＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ
３，ＣＨ５，ＣＨ７及びＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８である。
　次に、シリアル／パラレル変換されたＬｉｎｋＡの各水平ラインのデータのうち、００
０ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶを所定の値
に書き換える。
　次に、スクランブラによって、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミ
ング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみに自己同期型
スクランブルを掛ける。
　次に、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジスタの値を全て０にセ
ットしてエンコードし、誤り検出符号ＣＲＣに続く少なくとも数ビットまでのデータを出
力する。
　次に、シリアル／パラレル変換されたＬｉｎｋＢの各水平ラインのデータのうち、タイ
ミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ
及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみからＲＧＢのビットを抜き出す。
　次に、抜き出されたＬｉｎｋＢのＲＧＢのビットを８ビット／１０ビットエンコーディ
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ングする。
　次に、自己同期型スクランブルを掛けられたＬｉｎｋＡのパラレル・デジタルデータと
、８ビット／１０ビットエンコーディングされたＬｉｎｋＢのパラレル・デジタルデータ
とを多重する。
　そして、多重されたパラレル・デジタルデータから、所定のビットレートのシリアル・
デジタルデータを生成する。
【００１０】
　これにより、伝送規格に従ってマッピングされたＣＨ１～ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩフォー
マットのシリアル・デジタルビデオ信号を、それぞれシリアル／パラレル変換する。Ｌｉ
ｎｋＡについては、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号
ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみに自己同期型スクランブル
を掛ける。一方、水平ブランキング期間のデータには自己同期型スクランブルを掛けない
。そして、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジスタの値を全て０に
セットしてエンコードし、誤り検出符号ＣＲＣに続く少なくとも数ビットまでのデータを
出力する。
【００１１】
　ＬｉｎｋＢについては、各水平ラインのデータのうち、タイミング基準信号ＳＡＶ，ア
クティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣの
データのみからＲＧＢのビットが抜き出される。このＲＧＢのビットが８ビット／１０ビ
ットエンコーディングされる。そして、自己同期型スクランブルを掛けられたＬｉｎｋＡ
のデータと、８ビット／１０ビットエンコーディングされたＬｉｎｋＢのデータとが多重
される。その多重されたパラレル・デジタルデータから、所定のビットレートのシリアル
・デジタルデータが生成される。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、シリアル／パラレル変換されたＬｉｎｋＡの各水平ラインのデータの
うち、０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を所定の値に書き換える。このデータがスクランブルされた結果、フラットフィールドの
映像信号であっても、タイミング基準信号ＳＡＶの値は異なる値となる。このため、ある
データがスクランブルされたことによって８Ｂ／１０Ｂ符号のワード同期信号を示すデー
タに変換されたとしても、この８Ｂ／１０Ｂ符号のワード同期信号を示すデータは連続し
ない。これにより、フィールドの映像信号を好適に出力できるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、発明を実施するための最良の形態（以下実施の形態とする。）について説明する
。なお、説明は以下の順序で行う。
１．第１の実施の形態（スクランブル制御：ＳＡＶへのデータ書換え処理の例）
２．変形例
【００１４】
＜１．第１の実施の形態＞
［伝送システムの例］
　図１は、本発明を適用したテレビジョン放送局用のカメラ伝送システムの全体構成を示
す図である。このカメラ伝送システムは、複数台の放送用カメラ１とＣＣＵ（カメラコン
トロールユニット）２とで構成されており各放送用カメラ１が光ファイバーケーブル３で
ＣＣＵ２に接続されている。
【００１５】
　各放送用カメラ１は、同一構成のものであり、３８４０×２１６０／２４Ｐ，２４／１
．００１Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ，３０／１．００１Ｐ（以下単に２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐと
記載する）／４：４：４／１２ビット信号を生成するカメラである。この信号は、４ｋ×
２ｋ信号（４ｋサンプル×２ｋラインの超高解像度信号）として用いられる。
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【００１６】
　ＣＣＵ２は、各放送用カメラ１を制御したり、各放送用カメラ１から映像信号を受信し
たり、各放送用カメラ１のモニタに他の放送用カメラ１で撮影中の映像を表示させるため
の映像信号（リターンビデオ）送信するユニットである。
【００１７】
［放送用カメラの内部構成例］
　図２は、放送用カメラ１の回路構成のうち、本発明に関連する部分を示すブロック図で
ある。放送用カメラ１内の撮像部及び映像信号処理部（図示略）によって生成された３８
４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号が、マッピング
部１１に送られる。
【００１８】
　図３は、この３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット
信号のフォーマットを示す図である。３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４
：４：４／１２ビット信号は、ワード長が１２ビットずつのＧデータ系列，Ｂデータ系列
，Ｒデータ系列の同期を取って並列配置した、３６ビット幅の信号である。１フレーム期
間は１／２４秒，１／２５秒，１／３０秒のうちのいずれかであり、１フレーム期間内に
２１６０の有効ライン期間が含まれている。
【００１９】
　各有効ライン期間には、タイミング基準信号ＥＡＶ（End of Active Video）と、ライ
ン番号ＬＮと、誤り検出符号ＣＲＣが配置される。また、水平ブランキング期間（補助デ
ータ／未定義ワードデータの区間）と、タイミング基準信号ＳＡＶ（Start of Active Vi
deo）と、映像データの区間であるアクティブラインとが配置される。アクティブライン
のサンプル数は３８４０であり、Ｇデータ系列，Ｂデータ系列，Ｒデータ系列のアクティ
ブラインには、それぞれＧ，Ｂ，Ｒの映像データが配置される。
【００２０】
　図２のマッピング部１１は、この３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：
４：４／１２ビット信号を、ＳＭＰＴＥ４３５Ｍに従ってＣＨ１～ＣＨ８の８チャンネル
のＨＤ－ＳＤＩ信号にマッピングする回路である。ＣＨ１～ＣＨ８は、ＬｉｎｋＡである
ＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ７及びＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８
である。そして、８チャンネルのＨＤ－ＳＤＩ信号は、ビットレート１．４８５Ｇｂｐｓ
または１．４８５Ｇｂｐｓ／１．００１（以下単に１．４８５Ｇｂｐｓと記載する）であ
る。
【００２１】
　ＳＭＰＴＥ４３５Ｍは、１０Ｇインタフェースの規格である。この規格は、複数チャン
ネルのＨＤ－ＳＤＩ信号を、２サンプル（４０ビット）単位で８Ｂ／１０Ｂエンコーディ
ングして５０ビットに変換することを定める。また、チャンネル毎に多重してビットレー
ト１０．６９２Ｇｂｐｓまたは１０．６９２Ｇｂｐｓ／１．００１（以下単に１０．６９
２Ｇｂｐｓと記載する）でシリアル伝送することを定める。４ｋ×２ｋ信号をＨＤ－ＳＤ
Ｉ信号にマッピングする方法は、ＳＭＰＴＥ ４３５Ｍ Ｐａｒｔ１の５．４ ＯｃｔａＬ
ｉｎｋ １．５ Ｇｂｐｓ ＣｌａｓｓのＦｉｇｕｒｅ３及びＦｉｇｕｒｅ４に示されてお
り、図４はその概略を示す図である。４ｋ×２ｋ信号の１フレーム分のデータが、画面の
上下左右に４分割した４つのサブイメージ１～４に分割される。そして、各サブイメージ
１，２，３，４から、ＳＭＰＴＥ ３７２Ｍ（ＤｕａｌＬｉｎｋ）によるＣＨ１（Ｌｉｎ
ｋＡ）及びＣＨ２（ＬｉｎｋＢ），ＣＨ３（ＬｉｎｋＡ）及びＣＨ４（ＬｉｎｋＢ）がそ
れぞれ形成される。また、ＣＨ５（ＬｉｎｋＡ）及びＣＨ６（ＬｉｎｋＢ），ＣＨ７（Ｌ
ｉｎｋＡ）及びＣＨ８（ＬｉｎｋＢ）がそれぞれ形成される。
【００２２】
　ＬｉｎｋＡ，ＬｉｎｋＢのデータ構造は、ＳＭＰＴＥ ３７２ＭのＴａｂｌｅ２及びＦ
ｉｇｕｒｅ６に示されており、図５はその概略を示す図である。図５（ａ）に示すように
、ＬｉｎｋＡは、１サンプルが２０ビットであり、全てのビットがＲＧＢの値を表してい
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る。ＬｉｎｋＢも、図５（ａ）に示すように１サンプルが２０ビットである。しかし、図
５（ｂ）に示すように、ＬｉｎｋＢのＹｃｈは１０ビットのＲ‘Ｇ’Ｂ‘ｎ：０－１のう
ち、ビットナンバー２～７の６ビットのみがＲＧＢの値を表しており、したがって１サン
プル中でＲＧＢの値を表しているビット数は１６ビットである。
【００２３】
　マッピング部１１によってこのようにマッピングされたＣＨ１～ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩ
信号は、図２に示すようにＳ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部１２に送られる。
【００２４】
［Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部の内部構成例］
　図６は、Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部１２の構成を示すブロック図である。
Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部１２は、各ＣＨ１～ＣＨ８に一対一に対応した８
個のブロック１２－１～１２－８から成っている。
【００２５】
　ＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ７用のブロック１２－１，１２－３，
１２－５，１２－７は、ブロック１２－１だけがブロック１２－３，１２－５，１２－７
と構成が相違する。一方、ブロック１２－３，１２－５，１２－７は同一構成である（図
ではブロック１２－３について構成を記載し，１２－５，１２－７の構成の記載は省略し
ている）。ＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８用のブロック１２－２，１
２－４，１２－６，１２－８は、全て同一構成である（図ではブロック１２－２について
構成を記載し，１２－４，１２－６，１２－８の構成の記載は省略している）。また、各
ブロックにおいて同一の処理を行う部分には同一符号を付している。
【００２６】
　最初に、ＬｉｎｋＡ用のブロック１２－１，１２－３，１２－５，１２－７について説
明する。ブロック１２－１，１２－３，１２－５，１２－７では、入力したＣＨ１，ＣＨ
３，ＣＨ５，ＣＨ７のＨＤ－ＳＤＩ信号が、Ｓ／Ｐ（シリアル／パラレル）変換部２１に
送られる。Ｓ／Ｐ変換部２１は、このＨＤ－ＳＤＩ信号をビットレート７４．２５Ｍｂｐ
ｓまたは７４．２５Ｍｂｐｓ／１．００１（以下単に７４．２５Ｍｂｐｓと記載する）の
２０ビット幅のパラレル・デジタルデータにシリアル／パラレル変換する。そして、７４
．２５ＭＨｚのクロックを抽出する。
【００２７】
　Ｓ／Ｐ変換部２１によってシリアル／パラレル変換されたパラレル・デジタルデータは
、ＴＲＳ検出部２２に送られる。Ｓ／Ｐ変換部２１によって抽出された７４．２５ＭＨｚ
のクロックは、ＦＩＦＯメモリ２３に書込みクロックとして送られる。また、ブロック１
２－１内のＳ／Ｐ変換部２１によって抽出された７４．２５ＭＨｚのクロックは、図２に
示すＰＬＬ１３にも送られる。
【００２８】
　ＴＲＳ検出部２２は、Ｓ／Ｐ変換部２１から送られたパラレル・デジタルビデオ信号か
らタイミング基準信号ＳＡＶ及びＥＡＶを検出し、その検出結果に基づいてワード同期を
確立する。
【００２９】
　ＴＲＳ検出部２２の処理を経たパラレル・デジタルデータは、ＦＩＦＯメモリ２３に送
られて、Ｓ／Ｐ変換部２１からの７４．２５ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ２
３に書き込まれる。
【００３０】
　図２のＰＬＬ１３は、ブロック１２－１内のＳ／Ｐ変換部２１からの７４．２５ＭＨｚ
のクロックを１／２に分周した３７．１２５ＭＨｚのクロックを、各ブロック１２－１～
１２－８内のＦＩＦＯメモリ２３に読出しクロックとして送る。そして、各ブロック１２
－１～１２－８内のＦＩＦＯメモリ２６及びブロック１２－１内のＦＩＦＯメモリ２７に
書込みクロックとして送る。
【００３１】
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　またＰＬＬ１３は、ブロック１２－１内のＳ／Ｐ変換部２１からの７４．２５ＭＨｚの
クロックの周波数を９／８倍した８３．５３１２ＭＨｚのクロックを、各ブロック１２－
１～１２－８内のＦＩＦＯメモリ２６に読出しクロックとして送る。また、ブロック１２
－１内のＦＩＦＯメモリ２７にも読出しクロックとして送る。そして、図２のＦＩＦＯメ
モリ１６に書込みクロックとして送る。
【００３２】
　またＰＬＬ１３は、ブロック１２－１内のＳ／Ｐ変換部２１からの７４．２５ＭＨｚの
クロックの周波数を９／４倍した１６７．０６２５ＭＨｚのクロックを、図２のＦＩＦＯ
メモリ１６に読出しクロックとして送る。
【００３３】
　またＰＬＬ１３は、ブロック１２－１内のＳ／Ｐ変換部２１からの７４．２５ＭＨｚの
クロックの周波数を９倍した６６８．２５ＭＨｚのクロックを、図２の多チャンネルデー
タ形成部１７に読出しクロックとして送る。
【００３４】
　図６に示すように、ＦＩＦＯメモリ２３からは、Ｓ／Ｐ変換部２１からの７４．２５Ｍ
Ｈｚのクロックによって書き込まれた２０ビット幅のパラレル・デジタルデータが読出さ
れる。このとき、図２のＰＬＬ１３からの３７．１２５ＭＨｚのクロックにより、２サン
プルを単位とした４０ビット幅のパラレル・デジタルデータとして読み出されて、スクラ
ンブラ２４に送られる。また、ブロック１２－１では、ＦＩＦＯメモリ２３から読み出さ
れたこの４０ビット幅のパラレル・デジタルデータが、８Ｂ／１０Ｂエンコーダ２５にも
送られる。
【００３５】
　スクランブラ２４は、自己同期型のスクランブラである。自己同期型スクランブル方式
は、ＳＭＰＴＥ２９２Ｍで採用されているスクランブル方式である。スクランブラ２４は
、送信側が、入力したシリアル信号を多項式とみなして９次の原始多項式
　　Ｘ９＋Ｘ４＋１
で順次割り算する。そして、割り算した結果である商を伝送することにより、統計的に伝
送データのマーク率（１と０の割合）を平均１／２にする。このスクランブルは、原始多
項式による信号の暗号化という意味も併せ持っている。この商をさらにＸ＋１で割ること
によって極性フリー（データとその反転データで同じ情報を持つこと）のデータにして送
信する。受信側では、受信したシリアル信号にＸ＋１を掛け、さらに上記原始多項式Ｘ９

＋Ｘ４＋１を掛ける処理（デスクランブル）により、元のシリアル信号を再生する。
【００３６】
　まず、スクランブラ２４は、シリアル／パラレル変換部によってシリアル／パラレル変
換されたＬｉｎｋＡの各水平ラインのデータのうち、０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０
００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶを所定の値に書き換える。本例では、００
０ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶを、Ｌｉｎ
ｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ０，ＬＮ１，
ＬＮ１の順に書き換える。この処理については、図１１を参照して後述する。
【００３７】
　そして、スクランブラ２４は、各水平ラインの全てのデータにスクランブルを掛けるの
ではなく、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，
ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみにスクランブルを掛ける。一方、水
平ブランキング期間のデータにはスクランブルを掛けない。そして、タイミング基準信号
ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジスタの値を全て０にセットしてエンコードし、誤り
検出符号ＣＲＣに続く１０ビットまでのデータを出力する。
【００３８】
　スクランブラ２４でこうした処理を行うのは、次のような理由による。従来の自己同期
型スクランブル方式では各水平ラインの全てのデータを途切れることなく送信するが、本
発明では、自己同期型スクランブルを掛けた水平ブランキング期間のデータを送信しない
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。そのための方法としては、水平ブランキング期間も含めて各水平ラインの全てのデータ
にスクランブルを掛けるが水平ブランキング期間のデータだけは送信しない、という方法
もある。しかし、その方法では、送信のスクランブラと受信のデスクランブラとでデータ
の連続性が保存されないので、受信側のデスクランブラでデータを再生する時にＣＲＣの
最後の数ビットで桁上がりの計算間違いを起こし、正確に誤り検出符号ＣＲＣが再生され
ない。また、データを送信しない水平ブランキング期間でスクランブラのクロックを止め
ることによって正確にＣＲＣを再生できるようにするという方式もある。しかし、その方
法を採用すると、ＣＲＣの計算時に次のタイミング基準信号ＳＡＶが必要となり、タイミ
ング制御が困難になる等の問題が発生する。
【００３９】
　そこで、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，
ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみにスクランブルを掛ける。また、タ
イミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ２４内のレジスタの値を全て０にセットし
てエンコードする。そして、誤り検出符号ＣＲＣに続く少なくとも数ビット（一例として
１０ビットとする）までのデータを出力するようにした。
【００４０】
　こうすることにより、受信側の装置では、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でデスクラ
ンブラ内のレジスタの値を全て０にセットしてデコードを開始できる。また、誤り検出符
号ＣＲＣに続く少なくとも数ビットのデータにもデスクランブルを掛けることにより、掛
け算回路であるデスクランブラの桁上がりを考慮した正確な計算を行って元のデータを再
生できる。
【００４１】
　さらに、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジスタの値を全て０に
セットすると、スクランブルデータにパソロジカルパターンが発生しないことが計算によ
って判明した。パソロジカルパターンとは、自己同期型スクランブルを掛けた際に、シリ
アル伝送路上に、１水平ラインに亘り、所定のビット数で‘Ｈ’または‘Ｌ’が連続する
パターン信号が発生するものである。例えば、図７（ａ）には、１ビットの‘Ｈ’に続い
て１９ビットの‘Ｌ’が続くパターン（あるいはその反転パターン）の信号が示される。
また、図７（ｂ）には、２０ビットの‘Ｈ’が連続した後２０ビットの‘Ｌ’が連続する
パターン（あるいはその反転パターン）の信号が示される。
【００４２】
　図７（ａ）のパターンやその反転パターンは、直流成分の多いパターンである。そして
、１０Ｇｂｐｓというような高速な伝送レートを実現するためにはＡＣ結合の伝送系を用
いることが一般的である。しかし、ＡＣ結合の伝送系では、直流成分が多い場合に図８に
示すようなベースラインのうねりを起こしてしまうので、受信側の装置で直流成分を再生
することが必要になってしまう。
【００４３】
　図７（ｂ）のパターンやその反転パターンは、０から１への遷移や１から０への遷移が
少ないパターンなので、受信装置の側でシリアル信号からクロックを再生することが困難
になってしまう。
【００４４】
　これに対し、前述のように、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジ
スタの値を全て０にセットすることにより、こうしたパソロジカルパターンが発生しない
ことが計算によって判明したので、伝送符号として良好な信号であるといえる。
【００４５】
　また、図９に示すように、タイミング基準信号ＳＡＶ内の最後のワードであるＸＹＺ（
同一フレームの第１フィールド／第２フィールドを識別したり、ＳＡＶとＥＡＶとを識別
するためのワード）の下位２ビットは（０，０）になっている。しかし、例えば、ブロッ
ク１２－１内のスクランブラ２４ではこの下位２ビットを（０，０）にしたままスクラン
ブルを掛ける。次に、ブロック１２－３内のスクランブラ２４ではこの下位２ビットを（
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０，１）に書き換えた後スクランブルを掛ける。次に、ブロック１２－５内のスクランブ
ラ２４ではこの下位２ビットを（１，０）に書き換えた後スクランブルを掛ける。そして
、ブロック１２－７内のスクランブラ２４ではこの下位２ビットを（１，１）に書き換え
た後スクランブルを掛ける。このように、ＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ７のチャンネル
毎にこの下位２ビットの値を変えてスクランブルを掛ける。
【００４６】
　このような処理を行うのは、次のような理由による。３８４０×２１６０／２４Ｐ，２
５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号がフラットな（画面全体でＲＧＢの値がほぼ
同じ）信号である場合を想定する。この場合、ＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ７とＣＨ２
，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８とでデータ値が均一になると、ＥＭＩ（電磁輻射）等が発生し
て好ましくない。これに対し、ＳＡＶ内のＸＹＺの下位２ビットの値をＣＨ１，ＣＨ３，
ＣＨ５，ＣＨ７のチャンネル毎に変えてスクランブルを掛ける場合を想定する。この場合
、スクランブル後のデータは、ＸＹＺの下位２ビットを（０，０）にしたデータに加えて
、（０，１），（１，０），（１，１）を生成多項式で割った結果を伝送することになる
。このため、データの均一性を回避することが可能になる。
【００４７】
　さらに、このようにＸＹＺの下位２ビットの値をチャンネル毎に変えても、前述のよう
にタイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジスタの値を全て０にセットす
ると、パソロジカルパターンが発生しないことが計算によって判明した。
【００４８】
　このようにしてスクランブラ２４でスクランブルを掛けられた４０ビット幅のパラレル
・デジタルデータは、図２のＰＬＬ１３からの３７．１２５ＭＨｚのクロックによってＦ
ＩＦＯメモリ２６に書き込まれる。その後、ＰＬＬ１３からの８３．５３１２ＭＨｚのク
ロックによって４０ビット幅のままＦＩＦＯメモリ２６から読み出されて、図２に示す多
重部１４に送られる。
【００４９】
　ブロック１２－１内の８Ｂ／１０Ｂエンコーダ２５は、ＦＩＦＯメモリ２３から読み出
された４０ビット幅のパラレル・デジタルデータのうち、水平ブランキング期間のデータ
のみを８ビット／１０ビットエンコーディングする。
【００５０】
　８Ｂ／１０Ｂエンコーダ２５によって８ビット／１０ビットエンコーディングされた５
０ビットのビット幅のパラレル・デジタルデータは、図２のＰＬＬ１３からの３７．１２
５ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ２７に書き込まれる。その後、ＰＬＬ１３か
らの８３．５３１２ＭＨｚのクロックによって５０ビット幅のままＦＩＦＯメモリ２７か
ら読み出されて、図２に示す多重部１４に送られる。
【００５１】
　なお、ブロック１２－１からのみ（すなわちＣＨ１についてのみ）水平ブランキング期
間のデータを多重部１４に送る。ブロック１２－３，１２－５，１２－７からは(ＣＨ３
，ＣＨ５，ＣＨ７については)水平ブランキング期間のデータを多重部１４に送らない。
このようにするのは、データ量の制約上の理由からである。
【００５２】
　次に、ＬｉｎｋＢ用のブロック１２－２，１２－４，１２－６，１２－８について説明
する。このブロックでは、入力したＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩ信号
が、Ｓ／Ｐ変換部２１及びＴＲＳ検出部２２によってブロック１２－１，１２－３，１２
－５，１２－７におけるのと同一の処理を施された後、抜き出し部２８に送られる。
【００５３】
　抜き出し部２８は、ＬｉｎｋＢの各水平ラインのデータから、ＲＧＢのビット（図５に
示したＬｉｎｋＢの１サンプルの２０ビットのうちの、ＲＧＢの値を表している１６ビッ
ト）を抜き出す回路である。このとき、抜き出し部２８は、タイミング基準信号ＳＡＶ，
アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣ
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のデータのみからＲＧＢのビットを抜き出す。
【００５４】
　抜き出し部２８によって抜き出された１６ビット幅のパラレル・デジタルデータは、Ｓ
／Ｐ変換部２１からの７４．２５ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ２３に書き込
まれる。その後、図２のＰＬＬ１３からの３７．１２５ＭＨｚのクロックにより、２サン
プルを単位とした３２ビット幅のパラレル・デジタルデータとして読み出されて、Ｋ２８
．５挿入部２９に送られる。
【００５５】
　Ｋ２８．５挿入部２９は、タイミング基準信号ＳＡＶまたはＥＡＶの先頭部分に、２個
の８ビットワードデータを挿入する。この８ビットワードデータは、８ビット／１０ビッ
トエンコーディングした際に、映像信号を表すワードデータとしては用いられない１０ビ
ットワードデータ（Ｋ２８．５というコードネームで呼ばれるもの）に変換されるもので
ある。
【００５６】
　Ｋ２８．５挿入部２９の処理を経た３２ビット幅のパラレル・デジタルデータは、８Ｂ
／１０Ｂエンコーダ３０に送られる。８Ｂ／１０Ｂエンコーダ３０は、この３２ビット幅
のパラレル・デジタルデータを８ビット／１０ビットエンコーディングして出力する。
【００５７】
　２サンプルを単位とした３２ビット幅のパラレル・デジタルデータを８Ｂ／１０Ｂエン
コーダ３０で８ビット／１０ビットエンコーディングさせるのは、次の理由による。つま
り、１０Ｇインタフェース規格であるＳＭＰＴＥ ４３５Ｍにおける５０ビットのＣｏｎ
ｔｅｎｔ ＩＤの上位の４０ビットとの互換をとるためである。
【００５８】
　８Ｂ／１０Ｂエンコーダ３０によって８ビット／１０ビットエンコーディングされた４
０ビット幅のパラレル・デジタルデータは、図２のＰＬＬ１３からの３７．１２５ＭＨｚ
のクロックによってＦＩＦＯメモリ２６に書き込まれる。その後、ＰＬＬ１３からの８３
．５３１２ＭＨｚのクロックによって４０ビット幅のままＦＩＦＯメモリ２６から読み出
されて、図２に示す多重部１４に送られる。
【００５９】
　図２の多重部１４は、Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部１２の各ブロック１２－
１～１２－８内のＦＩＦＯメモリ２６から読み出されたＣＨ１～ＣＨ８の４０ビット幅の
パラレル・デジタルデータを、４０ビット単位で、順に３２０ビット幅に多重する。この
様子は図１０（ａ）に示される。４０ビット幅のパラレル・デジタルデータとは、タイミ
ング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及
び誤り検出符号ＣＲＣのみのデータである。３２０ビット幅に多重する順は、ＣＨ２，Ｃ
Ｈ１，ＣＨ４，ＣＨ３，ＣＨ６，ＣＨ５，ＣＨ８，ＣＨ７である。ＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ
６，ＣＨ８は、８ビット／１０ビットエンコーディングしたチャンネルである。ＣＨ１，
ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ７は、自己同期型スクランブルを掛けたチャンネルである。
【００６０】
　このように、８ビット／１０ビットエンコーディングしたデータを、自己同期型スクラ
ンブルを掛けたデータに４０ビット毎にはさむことによって、パソロジカルパターンの発
生を防止できる。このとき、スクランブル方式によるマーク率（０と１の割合）変動や、
０－１、１－０の遷移の不安定さを解消できる。
【００６１】
　また、多重部１４は、Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部１２のブロック１２－１
内のＦＩＦＯメモリ２７から読み出されたＣＨ１の水平ブランキング期間のみの５０ビッ
ト幅のパラレル・デジタルデータを、４サンプル分多重して２００ビット幅にする。この
様子は、図１０（ｂ）に示す。
【００６２】
　多重部１４によって多重されたこの３２０ビット幅のパラレル・デジタルデータと２０
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０ビット幅のパラレル・デジタルデータとは、データ長変換部１５に送られる。データ長
変換部１５は、シフトレジスタを用いて構成されている。この３２０ビット幅のパラレル
・デジタルデータを２５６ビット幅に変換したデータと、この２００ビット幅のパラレル
・デジタルデータを２５６ビット幅に変換したデータとを用いて、２５６ビット幅のパラ
レル・デジタルデータを形成する。そして、この２５６ビット幅のパラレル・デジタルデ
ータをさらに１２８ビット幅に変換する。
【００６３】
　図１１は、本実施の形態に係るベーシックストリームの伝送例を示す。
　図１１Ａは、ベーシックストリームＣＨ１，３，５，７を伝送する場合におけるデータ
構造の例を示す。
　フラットフィールドに対する安定性を向上させるために以下の処理を行う。すなわち、
スクランブラ２４は、スクランブルを掛ける前に、ＣＨ１，３，５，７のＳＡＶ（３ＦＦ
ｈ，３ＦＦｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，ＸＹＺｈ，ＸＹＺｈ）の（０
００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ）を、所定の値に書き換える。本例において、ス
クランブラ２４は、フィールド５１に含まれるライン番号（ＬＮ０，ＬＮ０，ＬＮ１，Ｌ
Ｎ１）の内容を、フィールド５２に含まれるＳＡＶ（０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０
００ｈ）の内容と書き換える処理を行う。つまり、ＣＨ１，３，５，７のＳＡＶが多重し
てある同じラインのＥＡＶに続く（ＬＮ０，ＬＮ０，ＬＮ１，ＬＮ１）に書き換えた後、
スクランブルを掛ける。この処理によって、ベーシックストリームＣＨ１，３，５，７は
、それぞれＳＡＶとアクティブビデオとＥＡＶによって構成される映像信号に変換される
。このとき、ＣＸＹＺｈの下位２ビットを、ＣＨ１，３，５，７でそれぞれ、（０，０）
，（０，１），（１，０），（１，１）に書き換える。
【００６４】
　図１１Ｂは、ベーシックストリームＣＨ２，４，６，８を伝送する場合におけるデータ
構造の例を示す。
　ベーシックストリームＣＨ２，４，６，８は、それぞれＳＡＶとアクティブビデオとＥ
ＡＶによって構成されるＨＤ－ＳＤＩフォーマット信号に変換される。ただし、このＨＤ
－ＳＤＩフォーマット信号は、８Ｂ／１０Ｂ変換される。
【００６５】
　図１１Ｃは、１０ビット８ワードのデータ構造の例を示す。
　図１１Ａにおけるフィールド５３と、図１１Ｂにおけるフィールド５４は、それぞれ、
１０ビット８ワードのデータに挿入される。
【００６６】
　このように、ＣＨ１，３，５，７はＳＡＶタイミング基準信号とＥＡＶタイミング基準
信号とアクティブビデオのみスクランブルして多重される。このとき、ＳＡＶの直前でス
クランブラのレジスタ値を全て０にセットしてエンコードし、タイミング基準信号ＥＡＶ
，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣに続く１０ビットまでのデータを送る。一方、
受信側の後述するデスクランブラ４１は、レジスタ値をＳＡＶの直前で全て０にセットし
てデコードを開始する。そして、１０ビット余計に送られてきたデータにもデスクランブ
ル処理する。これにより、掛け算回路であるデスクランブルの桁上がりを計算して元のデ
ータを正確に再生できる。
【００６７】
　また、４ｋ画面がフラットフィールドである場合、ＣＨ１，３，５，７とＣＨ２，４，
６，８のデータ値が同じになり、ＥＭＩ等で好ましくない。このため、スクランブル時に
ＳＡＶ内の０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈを、入力ＨＤ－ＳＤＩの同一ライン
内のＥＡＶに続くＣＬＮ０，ＹＬＮ０，ＣＬＮ１，ＹＬＮ１に書き換える。そして、ＸＹ
Ｚ下位２ビット（リザーブ０）をチャンネル毎に変えてスクランブルする。これによりデ
ータの均一性を回避できる。ＸＹＺ下位２ビットは、受信側で元の００に戻すように処理
すればよい。
【００６８】
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　図１２～図１４は、データ長変換部１５によって形成される２５６ビット幅のパラレル
・デジタルデータの構造を示す図である。
　図１２は３０Ｐの場合の１ライン分のデータ構造を示す。
　図１３は２５Ｐの場合の１ライン分のデータ構造を示す。
　図１４は２４Ｐの場合の４ライン分のデータ構造を示す。
　ただし、２４Ｐの場合には、４ライン周期で最後のワードのビット数が１２８ビットに
なるので、４ライン分を描いている。
　ＳＭＰＴＥ４３５Ｍでは、フレームレート及びライン数が、ＣＨ１のＨＤ－ＳＤＩ信号
と同じにされる。そして、Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部１２では、スクランブ
ルと８Ｂ／１０Ｂエンコーディングとを併用しているが、ＣＨ１にはスクランブル（ＳＭ
ＰＴＥ２９２Ｍで採用されているもの）を掛けている。したがって、図１２～図１４に示
したデータ構造は、基本的にはＨＤ－ＳＤＩ信号と同じになっている。
【００６９】
　図１２～図１４に示すように、１ライン分のデータは、次の３つの領域で構成されてい
る。
　・斜線を付した領域：ＣＨ２，ＣＨ１，ＣＨ４，ＣＨ３，ＣＨ６，ＣＨ５，ＣＨ８，Ｃ
Ｈ７の順に４０ビット単位で多重された各ＣＨ１～ＣＨ８のタイミング基準信号ＳＡＶ，
アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣ
のデータの領域
　・ 白地の領域：８Ｂ／１０ＢエンコーディングされたＣＨ１の５０ビットずつの水平
ブランキング期間のデータの領域
　・ ドット模様を付した領域：データ量調整のための付加データの領域
【００７０】
　図２に示すように、データ長変換部１５によって１２８ビット幅に変換されたパラレル
・デジタルデータは、ＦＩＦＯメモリ１６に送られて、ＰＬＬ１３からの８３．５３１２
ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ１６に書き込まれる。
【００７１】
　ＦＩＦＯメモリ１６に書き込まれたこの１２８ビット幅のパラレル・デジタルデータは
、図２のＰＬＬ１３からの１６７．０６２５ＭＨｚのクロックにより、６４ビット幅のパ
ラレル・デジタルデータとしてＦＩＦＯメモリ１６から読み出される。その後、多チャン
ネルデータ形成部１７に送られる。
【００７２】
　多チャンネルデータ形成部１７は、例えばＸＳＢＩ（Ten gigabit Sixteen Bit Interf
ace：１０ギガビットイーサネット（登録商標）のシステムで使用される１６ビットイン
タフェース）である。多チャンネルデータ形成部１７は、ＦＩＦＯメモリ１６からの６４
ビット幅のパラレル・デジタルデータから、各々がビットレート６６８．２５Ｍｂｐｓを
有する１６チャンネル分のシリアル・デジタルデータを形成する。このとき、多チャンネ
ルデータ形成部１７は、ＰＬＬ１３からの６６８．２５ＭＨｚのクロックを用いる。多チ
ャンネルデータ形成部１７によって形成された１６チャンネルのシリアル・デジタルデー
タは、多重・Ｐ／Ｓ変換部１８に送られる。
【００７３】
　多重・Ｐ／Ｓ変換部１８は、多チャンネルデータ形成部１７からの１６チャンネルのシ
リアル・デジタルデータを多重し、その多重したパラレル・デジタルデータをパラレル／
シリアル変換する。これにより、６６８．２５Ｍｂｐｓ×１６＝１０．６９２Ｇｂｐｓの
シリアル・デジタルデータを生成する。
【００７４】
　図１５は、この１０．６９２Ｇｂｐｓのシリアル・デジタルデータの１ライン分のデー
タ構造を示す図であり、図１５（ａ）は２４Ｐの場合の構造、図１５（ｂ）は２５Ｐの場
合の構造、図１５（ｃ）は３０Ｐの場合の構造である。この図では、ライン番号ＬＮ及び
誤り検出符号ＣＲＣを含めたものをＳＡＶ，アクティブライン及びＥＡＶとして示すとと



(14) JP 2010-93658 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

もに、図１２～図１４に示した付加データの領域を含めたものを水平ブランキング期間と
して示している。
【００７５】
　２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐの場合の１ラインのビット数は、それぞれ下記式によって求め
られる。
　１０.６９２Gbps÷２４フレーム/秒÷１１２５ライン/フレーム＝３９６０００ビット
　１０.６９２Gbps÷２５フレーム/秒÷１１２５ライン/フレーム＝３８０１６０ビット
　１０.６９２Gbps÷３０フレーム/秒÷１１２５ライン/フレーム＝３１６８００ビット
【００７６】
　タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番
号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのビット数は、下記式によって求められる。
　（１９２０Ｔ＋１２Ｔ)×３６ビット×４ｃｈ×４０/３６＝３０９１２０ビット
【００７７】
　２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐの場合の水平ブランキング期間のビット数は、それぞれ下記式
によって求められる。
（１）２４Ｐの場合：３９６０００ビット－３０９１２０ビット＝８６８８０ビット
　　（２７５０Ｔ－１９２０Ｔ－１２Ｔ（ＳＡＶ＋ＥＡＶ＋ＬＮ＋ＣＲＣ))×２０ビット
×１０/８＝２０４５０ビット
　　８６８８０ビット＞２０４５０ビット
（２）２５Ｐの場合：３８０１６０ビット－３０９１２０ビット＝７１０４０ビット
　　（２６４０Ｔ－１９２０Ｔ－１２Ｔ（ＳＡＶ＋ＥＡＶ＋ＬＮ＋ＣＲＣ))×２０ビット
×１０/８＝１７７００ビット
　　７１０４０ビット＞１７７００ビット
（３）３０Ｐの場合：３１６８００ビット－３０９１２０ビット＝７６８０ビット
　　（２２Ｔ－１９２０Ｔ－１２Ｔ（ＳＡＶ＋ＥＡＶ＋ＬＮ＋ＣＲＣ))×２０ビット×１
０/８＝６７００ビット
　　７６８０ビット＞６７００ビット
【００７８】
　上記式に示したように、
　２４Ｐの場合、ＳＭＰＴＥ４３５Ｍによる水平ブランキング期間のビット数である８６
８８０ビットの方が、２０４５０ビットより大きい。
　２５Ｐの場合、ＳＭＰＴＥ４３５Ｍによる水平ブランキング期間のビット数である７１
０４０ビットの方が、１７７００ビットより大きい。
　３０Ｐの場合、ＳＭＰＴＥ４３５Ｍによる水平ブランキング期間のビット数である７６
８０ビットの方が、６７００ビットより大きい。
　ここで、２４Ｐの場合における２０４５０ビットは、ＣＨ１の｛水平ブランキング期間
のデータ－（タイミング基準信号ＳＡＶ，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及
び誤り検出符号ＣＲＣのデータ）｝のビット数である。以下、２５Ｐの場合における１７
７００ビット、３０Ｐの場合における６７００ビットも同様である。
　このため、ＣＨ１の水平ブランキング期間のデータを多重することが可能である。
【００７９】
　図２に示すように、多重・Ｐ／Ｓ変換部１８によって生成されたビットレート１０．６
９２Ｇｂｐｓのシリアル・デジタルデータは、光電変換部１９に送られる。そして、光電
変換部１９によって光信号に変換されたビットレート１０．６９２Ｇｂｐｓのシリアル・
デジタルデータが、放送用カメラ１から図１の光ファイバーケーブル３経由でＣＣＵ２に
伝送される。
【００８０】
［ＣＣＵの内部構成例］
　図１６は、ＣＣＵ２の回路構成のうち、本発明に関連する部分を示すブロック図である
。ＣＣＵ２には、図１６に示すような回路が、各放送用カメラ１に一対一に対応して複数
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組設けられている。
【００８１】
　放送用カメラ１から光ファイバーケーブル３経由で伝送されたビットレート１０．６９
２Ｇｂｐｓのシリアル・デジタルデータは、光電変換部３１によって電気信号に変換され
た後、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２に送られる。Ｓ／Ｐ変換・多チャンネ
ルデータ形成部３２は、例えば前述したＸＳＢＩである。
【００８２】
　Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２は、ビットレート１０．６９２Ｇｂｐｓの
シリアル・デジタルデータをシリアル／パラレル変換する。そして、シリアル／パラレル
変換したパラレル・デジタルデータから、各々がビットレート６６８．２５Ｍｂｐｓを有
する１６チャンネル分のシリアル・デジタルデータを形成する。そして、６６８．２５Ｍ
Ｈｚのクロックを抽出する。
【００８３】
　Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２によって形成された１６チャンネルのパラ
レル・デジタルデータは、多重部３３に送られる。また、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデー
タ形成部３２によって抽出された６６８．２５ＭＨｚのクロックは、ＰＬＬ３４に送られ
る。
【００８４】
　多重部３３は、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２からの１６チャンネルのシ
リアル・デジタルデータを多重して、６４ビット幅のパラレル・デジタルデータをＦＩＦ
Ｏメモリ３５に送る。
【００８５】
　ＰＬＬ３４は、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２からの６６８．２５ＭＨｚ
のクロックを４分の１に分周した１６７．０６２５ＭＨｚのクロックをＦＩＦＯメモリ３
５に書込みクロックとして送る。
【００８６】
　またＰＬＬ３４は、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２からの６６８．２５Ｍ
Ｈｚのクロックを８分の１に分周した８３．５３１２ＭＨｚのクロックを、ＦＩＦＯメモ
リ３５に読出しクロックとして送る。そして、後述するデスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・
Ｐ／Ｓ部３８内のＦＩＦＯメモリ４４に書込みクロックとして送る。
【００８７】
　またＰＬＬ３４は、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２からの６６８．２５Ｍ
Ｈｚのクロックを１８分の１に分周した３７．１２５ＭＨｚのクロックを、デスクランブ
ル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８内のＦＩＦＯメモリ４４に読出しクロックとして送る。
そして、デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８内のＦＩＦＯメモリ４５に書込み
クロックとして送る。
【００８８】
　またＰＬＬ３４は、Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部３２からの６６８．２５Ｍ
Ｈｚのクロックを９分の１に分周した７４．２５ＭＨｚのクロックを、デスクランブル・
８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８内のＦＩＦＯメモリ４５に読出しクロックとして送る。
【００８９】
　ＦＩＦＯメモリ３５では、多重部３３からの６４ビット幅のパラレル・デジタルデータ
が、ＰＬＬ３４からの１６７．０６２５ＭＨｚのクロックによって書き込まれる。ＦＩＦ
Ｏメモリ３５に書き込まれたパラレル・デジタルデータは、ＰＬＬ３４からの８３．５３
１２ＭＨｚのクロックによって１２８ビット幅のパラレル・デジタルデータとして読み出
されて、データ長変換部３６に送られる。
【００９０】
　データ長変換部３６は、シフトレジスタを用いて構成されており、この１２８ビット幅
のパラレル・デジタルデータを、２５６ビット幅（図１２～図１４に示した構造のデータ
）に変換する。次に、タイミング基準信号ＳＡＶまたはＥＡＶに挿入されているＫ２８．
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５を検出することによって各ライン期間を判別する。次に、タイミング基準信号ＳＡＶ，
アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣ
のデータを３２０ビット幅に変換する。そして、水平ブランキング期間のデータ（前述の
ように、８Ｂ／１０ＢエンコーディングされたＣＨ１の水平ブランキング期間のデータ）
を２００ビット幅に変換する。図１２～図１４に示した付加データは破棄する。
【００９１】
　データ長変換部３６によってデータ長を変換された３２０ビット幅のパラレル・デジタ
ルデータと２００ビット幅のパラレル・デジタルデータとは、分離部３７に送られる。
【００９２】
　分離部３７は、データ長変換部３６からのこの３２０ビット幅のパラレル・デジタルデ
ータを、放送用カメラ１内の多重部１４（図２）によって多重される前の４０ビットずつ
のＣＨ１～ＣＨ８のデータ（図１０参照）に分離する。３２０ビット幅のパラレル・デジ
タルデータとは、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号Ｅ
ＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータである。そして、各ＣＨ１～ＣＨ
８の４０ビット幅のパラレル・デジタルデータを、デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／
Ｓ部３８に送る。
【００９３】
　また分離部３７は、データ長変換部３６からのこの２００ビット幅のパラレル・デジタ
ルデータを、多重部１４によって多重される前の５０ビットずつのデータ（図１０参照）
に分離する。２００ビット幅のパラレル・デジタルデータとは、８Ｂ／１０Ｂエンコーデ
ィングされたＣＨ１の水平ブランキング期間のデータである。そして、この５０ビット幅
のパラレル・デジタルデータを、デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８に送る。
【００９４】
［デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部の内部構成例］
　図１７は、デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８の構成を示すブロック図であ
る。デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８は、各ＣＨ１～ＣＨ８に一対一に対応
した８個のブロック３８－１～３８－８から成っている。
【００９５】
　ＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ７用のブロック３８－１，３８－３，
３８－５，３８－７は、ブロック３８－１だけがブロック３８－３，３８－５，３８－７
と構成が相違する。そして、ブロック３８－３，３８－５，３８－７は同一構成である。
図１７ではブロック３８－３について構成を記載し，３８－５，３８－７の構成の記載は
省略している。ＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８用のブロック３８－２
，３８－４，３８－６，３８－８は、全て同一構成である。図１７ではブロック３８－２
について構成を記載し，３８－４，３８－６，３８－８の構成の記載は省略している。ま
た、各ブロックにおいて同一の処理を行う部分には同一符号を付している。
【００９６】
　最初に、ＬｉｎｋＡ用のブロック３８－１，３８－３，３８－５，３８－７について説
明する。ブロック３８－１，３８－３，３８－５，３８－７では、入力したＣＨ１，ＣＨ
３，ＣＨ５，ＣＨ７の４０ビット幅のパラレル・デジタルデータが、デスクランブラ４１
に送られる。４０ビット幅のパラレル・デジタルデータとは、自己同期型スクランブルを
掛けられたタイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，
ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータである。
【００９７】
　デスクランブラ４１は、自己同期型のデスクランブラである。デスクランブラ４１は、
送られたパラレル・デジタルデータにデスクランブルを掛けるが、タイミング基準信号Ｓ
ＡＶの直前でデスクランブラ４１内のレジスタの値を全て０にセットしてデコードを開始
する。そして、１０ビット余計に送られてきたデータにもデスクランブル処理する。これ
により、掛け算回路であるデスクランブルの桁上がりを計算して元のデータを正確に再生
できる。また、誤り検出符号ＣＲＣに続く１０ビットのデータにも自己同期型デスクラン
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ブルを掛ける。
【００９８】
　これにより、自己同期型スクランブルを掛けた水平ブランキング期間のデータが送信さ
れないにもかかわらず、掛け算回路であるデスクランブラ４１の桁上がりを考慮した正確
な計算を行って元のデータを再生できる。このことは、放送用カメラ１内のスクランブラ
２４（図６）の箇所でも説明している。
【００９９】
　またデスクランブラ４１は、自己同期型スクランブルを掛けた後、ＣＨ１，ＣＨ３，Ｃ
Ｈ５，ＣＨ７のチャンネル毎に値を変えてスクランブルを掛けられたビット）の値を、元
の値である（０，０）（図９参照）に変更する。このことは、タイミング基準信号ＳＡＶ
内のＸＹＺの下位２ビットの値を元の値である（０，０）に変更する。この下位２ビット
については、上述したスクランブラ２４の箇所で説明済みである。
【０１００】
　ブロック３８－１内のデスクランブラ４１でデスクランブルを掛けられた４０ビット幅
のパラレル・デジタルデータは、セレクタ４３に送られる。ブロック３８－１では、入力
した５０ビット幅のパラレル・デジタルデータ（８Ｂ／１０ＢエンコーディングされたＣ
Ｈ１の水平ブランキング期間のデータ）が、８Ｂ／１０Ｂデコーダ４２に送られる。８Ｂ
／１０Ｂデコーダ４２は、このパラレル・デジタルデータを８ビット／１０ビットデコー
ディングする。８Ｂ／１０Ｂデコーダ４２によって８ビット／１０ビットデコーディング
された４０ビット幅のパラレル・デジタルデータが、セレクタ４３に送られる。
【０１０１】
　セレクタ４３は、デスクランブラ４１からのパラレル・デジタルデータと８Ｂ／１０Ｂ
デコーダ４２からのパラレル・デジタルデータとを交互に選択する。これにより、各水平
ラインの全てのデータを一本化した４０ビット幅のパラレル・デジタルデータを形成して
、この４０ビット幅のパラレル・デジタルデータをＦＩＦＯメモリ４４に送る。
【０１０２】
　他方、ブロック３８－３，３８－５，３８－７では、５０ビット幅のパラレル・デジタ
ルデータは入力しないので８Ｂ／１０Ｂデコーダ４２及びセレクタ４３は設けられていな
い。デスクランブラ４１でデスクランブルを掛けられた４０ビット幅のパラレル・デジタ
ルデータは、そのままＦＩＦＯメモリ４４に送られる。
【０１０３】
　ＦＩＦＯメモリ４４に送られた４０ビット幅のパラレル・デジタルデータは、ＰＬＬ３
４（図１６）からの８３．５３１２ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ４４に書き
込まれる。その後、ＰＬＬ３４からの３７．１２５ＭＨｚのクロックによって４０ビット
幅のままＦＩＦＯメモリ４４から読み出されて、ＦＩＦＯメモリ４５に送られる。
【０１０４】
　ＦＩＦＯメモリ４５に送られた４０ビット幅のパラレル・デジタルデータは、ＰＬＬ３
４（図１６）からの３７．１２５ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ４５に書き込
まれる。その後、ＰＬＬ３４からの７４．２５ＭＨｚのクロックによって２０ビット幅（
図５に示したＬｉｎｋＡの１サンプル分ずつ）のパラレル・デジタルデータとしてＦＩＦ
Ｏメモリ４５から読み出されて、Ｐ／Ｓ（パラレル／シリアル）変換部４６に送られる。
【０１０５】
　Ｐ／Ｓ変換部４６は、このパラレル・デジタルデータをＨＤ－ＳＤＩ信号をビットレー
ト１．４８５ＧｂｐｓのＨＤ－ＳＤＩ信号にパラレル／シリアル変換して、ＨＤ－ＳＤＩ
信号を再生する。各ブロック３８－１，３８－３，３８－５，３８－７で再生されたＣＨ
１，ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ７のＨＤ－ＳＤＩ信号は、図１７の４ｋ×２ｋ再生部３９に送
られる。
【０１０６】
　次に、ＬｉｎｋＢ用のブロック３８－２，３８－４，３８－６，３８－８について説明
する。ブロック３８－２，３８－４，３８－６，３８－８では、入力したＣＨ２，ＣＨ４



(18) JP 2010-93658 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

，ＣＨ６，ＣＨ８の４０ビット幅のパラレル・デジタルデータが、８Ｂ／１０Ｂデコーダ
４７に送られる。４０ビット幅のパラレル・デジタルデータとは、８Ｂ／１０Ｂエンコー
ディングされたタイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡ
Ｖ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータである。
【０１０７】
　８Ｂ／１０Ｂデコーダ４７は、このパラレル・デジタルデータを８ビット／１０ビット
デコーディングする。８Ｂ／１０Ｂデコーダ４７によって８ビット／１０ビットデコーデ
ィングされた３２ビット幅のパラレル・デジタルデータは、ＦＩＦＯメモリ４４に送られ
る。
【０１０８】
　ＦＩＦＯメモリ４４に送られた３２ビット幅のパラレル・デジタルデータは、ＰＬＬ３
４（図１６）からの８３．５３１２ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ４４に書き
込まれる。その後、ＰＬＬ３４からの３７．１２５ＭＨｚのクロックによって３２ビット
幅のままＦＩＦＯメモリ４４から読み出されて、ＦＩＦＯメモリ４５に送られる。
【０１０９】
　ＦＩＦＯメモリ４５に送られた３２ビット幅のパラレル・デジタルデータは、ＰＬＬ３
４（図１６）からの３７．１２５ＭＨｚのクロックによってＦＩＦＯメモリ４５に書き込
まれる。その後、ＰＬＬ３４からの７４．２５ＭＨｚのクロックによって１６ビット幅（
図５に示したＬｉｎｋＢの１サンプル分ずつのＲＧＢのビット）のパラレル・デジタルデ
ータとしてＦＩＦＯメモリ４５から読み出されて、サンプルデータ形成部４８に送られる
。
【０１１０】
　サンプルデータ形成部４８は、このＬｉｎｋＢのＲＧＢのビットから、図５に示したＲ
‘Ｇ’Ｂ‘ｎ：０－１のビットナンバー０，１，８及び９の４ビットを付加したＬｉｎｋ
Ｂの２０ビットずつの各サンプルのデータを形成する。このようにして形成された２０ビ
ット幅のパラレル・デジタルデータは、サンプルデータ形成部４８からＰ／Ｓ変換部４６
に送られる。
【０１１１】
　Ｐ／Ｓ変換部４６は、このパラレル・デジタルデータをＨＤ－ＳＤＩ信号をビットレー
ト１．４８５ＧｂｐｓのＨＤ－ＳＤＩ信号にパラレル／シリアル変換して、ＨＤ－ＳＤＩ
信号を再生する。各ブロック３８－２，３８－４，３８－６，３８－８で再生されたＣＨ
２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩ信号は、図１７の４ｋ×２ｋ再生部３９に送
られる。
【０１１２】
　図１７の４ｋ×２ｋ再生部３９は、デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８から
送られたＣＨ１～ＣＨ８（ＬｉｎｋＡ及びＬｉｎｋＢ）のＨＤ－ＳＤＩ信号に、所定の処
理を施す回路である。この処理は、ＳＭＰＴＥ ４３５Ｍに従って放送用カメラ１内のマ
ッピング部１１（図２）の処理（図４）と逆の処理を施すことにより、３８４０×２１６
０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号を再生できる。
【０１１３】
　４ｋ×２ｋ再生部３９によって再生された３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０
Ｐ／４：４：４／１２ビット信号は、ＣＣＵ２から出力されて、例えばＶＴＲ等（図示略
）に送られる。
【０１１４】
　なお、このようにして各放送用カメラ１からＣＣＵ２に３８４０×２１６０／２４Ｐ，
２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号に伝送されるだけでなく、ＣＣＵ２からも
前述のリターンビデオが光ファイバーケーブル３経由で各放送用カメラ１に伝送される。
リターンビデオとは、他の放送用カメラ１で撮影中の映像を表示させるための映像信号で
ある。リターンビデオは周知の技術を用いて生成されるので、そのための回路構成の説明
は省略する。例えば、２チャンネル分のＨＤ－ＳＤＩ信号を、それぞれ８ビット／１０ビ
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ットエンコーディングした後、多重してシリアル・デジタルデータに変換する処理によっ
て、リターンビデオが生成される。
【０１１５】
　図１８，図１９は、以上に説明した３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４
：４：４／１２ビット信号の伝送のための放送用カメラ１，ＣＣＵ２の処理の概要をそれ
ぞれ示す図である。
【０１１６】
［放送用カメラの処理例］
　図１８に示すように、放送用カメラ１では、３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３
０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号が、ＣＨ１～ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩ信号にマッピング
される（ステップＳ１）。ＣＨ１～ＣＨ８は、ＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５
，ＣＨ７及びＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８である。放送用カメラ１
のマッピングは、ＳＭＰＴＥ ４３５ＭＰａｒｔ１の５．４ Ｏｃｔａ Ｌｉｎｋ １．５ 
ＧｂｐｓＣｌａｓｓに従って行われる。このステップＳ１は、図２のマッピング部１１の
処理である。
【０１１７】
　続いて、これらのＨＤ－ＳＤＩ信号をシリアル／パラレル変換する（ステップＳ２）。
そして、ＬｉｎｋＡについては、２サンプルを単位とした４０ビット幅のデータにし（ス
テップＳ３）、その後自己同期型スクランブルを掛ける。このとき、タイミング基準信号
ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符
号ＣＲＣのデータのみに自己同期型スクランブルを掛ける。そして、タイミング基準信号
ＳＡＶの直前でスクランブラ内のレジスタの値を全て０にセットしてエンコードする。誤
り検出符号ＣＲＣに続く１０ビットまでのデータを出力する。また、タイミング基準信号
ＳＡＶ内のＸＹＺの下位２ビットの値をチャンネル毎に変えて自己同期型スクランブルを
掛ける。そして、各ラインの０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイ
ミング基準信号ＳＡＶを所定の値に書き換え、ライン毎に異なるデータを入れる。（ステ
ップＳ４）。
【０１１８】
　また、ＣＨ１については、水平ブランキング期間のデータを８ビット／１０ビットエン
コーディングする（ステップＳ５）。
【０１１９】
　他方、ＬｉｎｋＢについては、各サンプルのデータからＲＧＢのビットを抜き出す（ス
テップＳ６）。そして、このＲＧＢのビットを、２サンプルを単位とした３２ビット幅の
データにする（ステップＳ７）。そして、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン
，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみを８
Ｂ／１０Ｂエンコーディングする（ステップＳ８）。このステップＳ２～ステップＳ８は
、図２及び図６のＳ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部１２の処理である。
【０１２０】
　このようにして自己同期型スクランブルを掛けたＬｉｎｋＡのデータと、このようにし
て８Ｂ／１０ＢエンコーディングしたＬｉｎｋＢのデータとを多重する（ステップＳ９）
。この多重したパラレル・デジタルデータから、ビットレート１０．６９２Ｇｂｐｓのシ
リアル・デジタルデータを生成する（ステップＳ１０）。このステップＳ９は、図２の多
重部１４の処理であり、このステップＳ１０は、図２のデータ長変換部１５～多重・Ｐ／
Ｓ変換部１８の処理である。
【０１２１】
［ＣＣＵの処理例］
　図１９に示すように、ＣＣＵ２では、ビットレート１０．６９２Ｇｂｐｓのシリアル・
デジタルデータからパラレル・デジタルデータを生成する。（ステップＳ１１）。そして
、このパラレル・デジタルデータをＬｉｎｋＡ，ＬｉｎｋＢの各チャンネルのデータに分
離する（ステップＳ１２）。このステップＳ１１は、図１６のＳ／Ｐ変換・多チャンネル
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データ形成部３２～データ長変換部３６の処理であり、このステップＳ１２は、図１６の
分離部３７の処理である。
【０１２２】
　続いて、ＬｉｎｋＡについては自己同期型デスクランブルを掛ける。ここでは、タイミ
ング基準信号ＳＡＶの直前でデスクランブラ内のレジスタの値を全て０にセットしてデコ
ードを開始するとともに、誤り検出符号ＣＲＣに続く１０ビットのデータにも自己同期型
デスクランブルを掛ける。また、自己同期型スクランブルを掛けた後、タイミング基準信
号ＳＡＶ内のＸＹＺの下位２ビットの値を（０，０）に戻す。そして、異なるデータが入
れられた各ラインのＳＡＶのデータを元に戻す（ステップＳ１３）。
【０１２３】
　また、ＣＨ１については、水平ブランキング期間のデータを８Ｂ／１０Ｂデコーディン
グする（ステップＳ１４）。
【０１２４】
　そして、１サンプル分ずつのデータを分離し（ステップＳ１５）、分離したパラレル・
デジタルデータをパラレル／シリアル変換して、ＬｉｎｋＡのＨＤ－ＳＤＩ信号を再生す
る（ステップＳ１６）。
【０１２５】
　他方、ＬｉｎｋＢについては、８Ｂ／１０Ｂデコーディングし（ステップＳ１７）、１
サンプル分ずつのＲＧＢのビットを分離する（ステップＳ１８）。続いて、このＲＧＢの
ビットから、ＬｉｎｋＢの各サンプルのデータを形成する（ステップＳ１９）。そして、
このようにして形成したパラレル・デジタルデータをパラレル／シリアル変換して、Ｌｉ
ｎｋＢのＨＤ－ＳＤＩ信号を再生する（ステップＳ２０）。このステップＳ１３～Ｓ２０
は、図１６，１８のデスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８の処理である。
【０１２６】
　そして、再生したＬｉｎｋＡ，ＬｉｎｋＢのＨＤ－ＳＤＩ信号から、３８４０×２１６
０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号を再生する（ステップＳ２１
）。このステップＳ２１は、図１６の４ｋ×２ｋ再生部３９の処理である。
【０１２７】
　以上に説明したように、このカメラ伝送システムでは、シリアル／パラレル変換された
ＬｉｎｋＡの各水平ラインのデータのうち、０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで
規定されるタイミング基準信号ＳＡＶを所定の値に書き換える。このデータがスクランブ
ルされた結果、フラットフィールドの映像信号であっても、タイミング基準信号ＳＡＶの
値は異なる値となる。このため、あるデータがスクランブルされたことによってエラー信
号を示すデータに変換されたとしても、このエラー信号を示すデータは連続しない。これ
により、フラットフィールドの映像信号を好適に出力できるという効果がある。
【０１２８】
　また、３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号を
、所定の伝送規格に従って、ＣＨ１～ＣＨ８（ＬｉｎｋＡ及びＬｉｎｋＢ）のＨＤ－ＳＤ
Ｉ信号にマッピングする。本例における伝送規格は、ＳＭＰＴＥ４３５Ｍ Ｐａｒｔ１の
５．４ Ｏｃｔａ Ｌｉｎｋ １．５ ＧｂｐｓＣｌａｓｓである。これにより、ビットレー
ト１０．６９２Ｇｂｐｓのシリアル・デジタルデータに変換して伝送できる。このとき、
３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ｂｉｔ信号がフラット
なデータの場合に、第１，３，５，７ｃｈと第２，４，６，８ｃｈのデータ値が同じにな
り、ＥＭＩ等好ましくない。このため、スクランブル時にＳＡＶ内の０００ｈ，０００ｈ
，０００ｈ，０００ｈを、入力ＨＤ－ＳＤＩの同一ライン内のＥＡＶに続くＣＬＮ０，Ｙ
ＬＮ０，ＣＬＮ１，ＹＬＮ１に書き換える。また、ＸＹＺ下位２ビット（リザーブ０）を
チャンネル毎に変えてスクランブルする。これにより、Ｃｈ１，３，５，７毎だけではな
く、フラットフィールドに対してもＣｈ１，３，５，７のデータの均一性を回避できる。
【０１２９】
　また、送信側である放送用カメラ１では、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクラン
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ブラ２４内のレジスタの値を全て０にセットしてエンコードし、誤り検出符号ＣＲＣに続
く１０ビットまでのデータを出力する。受信側であるＣＣＵ２では、タイミング基準信号
ＳＡＶの直前でデスクランブラ４１内のレジスタの値を全て０にセットしてデコードを開
始するとともに、誤り検出符号ＣＲＣに続く１０ビットのデータにもデスクランブルを掛
ける。このため、自己同期型スクランブルを掛けた水平ブランキング期間のデータを送信
しないにもかかわらず、受信側であるＣＣＵ２で正確に元のデータを再生できる。
【０１３０】
＜２．変形例＞
　なお、以上の例ではカメラ伝送システムに本発明を適用しているが、本発明は、３８４
０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号を伝送するあらゆ
るシステムに適用してよい。
【０１３１】
　また、ＳＡＶ中の（０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ）の書き換える数値とし
て、上述した実施の形態以外の数値を用いてもよい。例えば、０００ｈ，０００ｈ，００
０ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶをランダムな数値に書き換えても
よい。また、０００ｈ，０００ｈ及びＬｉｎｋＡに含まれる前記タイミング基準信号ＥＡ
Ｖに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ１の順に書き換えてもよい。また、ＬｉｎｋＡに含ま
れる前記タイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ１及び０００ｈ，０
００ｈの順に書き換えてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】本発明を適用したテレビジョン放送局用のカメラ伝送システムの全体構成を示す
図である。
【図２】図１の放送用カメラの回路構成のうち、本発明に関連する部分を示すブロック図
である。
【図３】３８４０×２１６０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号の
フォーマットを示す図である。
【図４】ＳＭＰＴＥ ４３５Ｍ Ｐａｒｔ１の５．４ Ｏｃｔａ Ｌｉｎｋ １．５ Ｇｂｐｓ
 Ｃｌａｓｓによる。４ｋ×２ｋ信号のＨＤ－ＳＤＩ信号へのマッピング方法の概略を示
す図である。
【図５】ＳＭＰＴＥ ３７２ＭによるＬｉｎｋＡ，ＬｉｎｋＢのデータ構造の概略を示す
図である。
【図６】Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部の構成を示すブロック図である。
【図７】パソロジカルパターンを示す図である。
【図８】ＡＣ結合の伝送系におけるベースラインのうねりを示す図である。
【図９】タイミング基準信号ＳＡＶ内のＸＹＺのコードを示す図である。
【図１０】多重部での多重の様子を示す図である。
【図１１】ベーシックストリームのフォーマットの例を示す図である。
【図１２】データ長変換部によって形成されるデータの構造を示す図である。
【図１３】データ長変換部によって形成されるデータの構造を示す図である。
【図１４】データ長変換部によって形成されるデータの構造を示す図である。
【図１５】多重・Ｐ／Ｓ変換部によって生成される１０．６９２Ｇｂｐｓのシリアル・デ
ジタルデータの１ライン分の構造を示す図である。
【図１６】図１のＣＣＵの回路構成のうち、本発明に関連する部分を示すブロック図であ
る。
【図１７】Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部の構成を示すブロック図である。
【図１８】放送用カメラの処理の概要を示す図である。
【図１９】ＣＣＵの処理の概要を示す図である。
【図２０】従来のベーシックストリームのフォーマットの例を示す図である。
【符号の説明】
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【０１３３】
　１…放送用カメラ、２…ＣＣＵ、３…光ファイバーケーブル、１１…マッピング部、１
２…Ｓ／Ｐ・スクランブル・８Ｂ／１０Ｂ部、１３…ＰＬＬ、１４…多重部、１５…デー
タ長変換部、１６…ＦＩＦＯメモリ、１７…多チャンネルデータ形成部、１８…多重・Ｐ
／Ｓ変換部、１９…光電変換部、２１…Ｓ／Ｐ変換部、２２…ＴＲＳ検出部、２３…ＦＩ
ＦＯメモリ、２４…スクランブラ、２５…８Ｂ／１０Ｂエンコーダ、２６…ＦＩＦＯメモ
リ、２７…ＦＩＦＯメモリ、２８…抜き出し部、３０…８Ｂ／１０Ｂエンコーダ、３１…
光電変換部、３２…Ｓ／Ｐ変換・多チャンネルデータ形成部、３３…多重部、３４…ＰＬ
Ｌ、３５…ＦＩＦＯメモリ、３６…データ長変換部、３７…分離部、３８…デスクランブ
ル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部、３９…２ｋ再生部、４１…デスクランブラ、４２…８Ｂ／
１０Ｂデコーダ、４３…セレクタ、４４…ＦＩＦＯメモリ、４５…ＦＩＦＯメモリ、４６
…Ｐ／Ｓ変換部、４７…８Ｂ／１０Ｂデコーダ、４８…サンプルデータ形成部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月11日(2009.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の伝送規格に従ってマッピングされたＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，
ＣＨ７及びＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩフォーマッ
トのシリアル・デジタルビデオ信号を、それぞれシリアル／パラレル変換するシリアル／
パラレル変換部と、
　前記シリアル／パラレル変換部によってシリアル／パラレル変換されたＬｉｎｋＡの各
水平ラインのデータのうち、０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイ
ミング基準信号ＳＡＶを所定の値に書き換えて、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブ
ライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータの
みに自己同期型スクランブルを掛け、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内
のレジスタの値を全て０にセットしてエンコードし、誤り検出符号ＣＲＣに続く少なくと
も数ビットまでのデータを出力するスクランブラと、
　前記シリアル／パラレル変換部によってシリアル／パラレル変換されたＬｉｎｋＢの各
水平ラインのデータのうち、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング
基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみからＲＧＢのビッ
トを抜き出す抜き出し部と、
　前記抜き出し部によって抜き出されたＬｉｎｋＢのＲＧＢのビットを８ビット／１０ビ
ットエンコーディングする８ビット／１０ビットエンコーダと、
　前記スクランブラによって自己同期型スクランブルを掛けられたＬｉｎｋＡのパラレル
・デジタルデータと、前記８ビット／１０ビットエンコーダによって８ビット／１０ビッ
トエンコーディングされたＬｉｎｋＢのパラレル・デジタルデータとを多重する多重部と
、
　前記多重部によって多重されたパラレル・デジタルデータから、所定のビットレートの
シリアル・デジタルデータを生成するシリアル・デジタルデータ生成部と
　を備える信号送信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、ＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ０
，ＬＮ１，ＬＮ１の順に書き換える
　信号送信装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
をランダムな数値に書き換える
　信号送信装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、ＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ０
，ＬＮ１，ＬＮ１の順に書き換える
　信号送信装置。
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【請求項５】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、０００ｈ，０００ｈ及びＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ラ
イン番号ＬＮ０，ＬＮ１の順に書き換える
　信号送信装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の信号送信装置において、
　前記０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡＶ
を、ＬｉｎｋＡに含まれるタイミング基準信号ＥＡＶに続く、ライン番号ＬＮ０，ＬＮ１
及び０００ｈ，０００ｈの順に書き換える
　信号送信装置。
【請求項７】
　所定の伝送規格に従ってマッピングされたＬｉｎｋＡであるＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５，
ＣＨ７及びＬｉｎｋＢであるＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６，ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩフォーマッ
トのシリアル・デジタルビデオ信号を、それぞれシリアル／パラレル変換する第１のステ
ップと、
　前記第１のステップでシリアル／パラレル変換したＬｉｎｋＡの各水平ラインのデータ
のうち、０００ｈ，０００ｈ，０００ｈ，０００ｈで規定されるタイミング基準信号ＳＡ
Ｖを所定の値に書き換えて、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング
基準信号ＥＡＶ，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみに自己同期型スク
ランブルを掛けるステップであって、タイミング基準信号ＳＡＶの直前でスクランブラ内
のレジスタの値を全て０にセットしてエンコードし、誤り検出符号ＣＲＣに続く少なくと
も数ビットまでのデータを出力する第２のステップと、
　前記第１のステップでシリアル／パラレル変換したＬｉｎｋＢの各水平ラインのデータ
のうち、タイミング基準信号ＳＡＶ，アクティブライン，タイミング基準信号ＥＡＶ，ラ
イン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣのデータのみからＲＧＢのビットを抜き出す第３の
ステップと、
　前記第３のステップで抜き出したＬｉｎｋＢのＲＧＢのビットを８ビット／１０ビット
エンコーディングする第４のステップと、
　前記第２のステップで自己同期型スクランブルを掛けたＬｉｎｋＡのパラレル・デジタ
ルデータと、前記第４のステップで８ビット／１０ビットエンコーディングしたＬｉｎｋ
Ｂのパラレル・デジタルデータとを多重する第５のステップと、
　前記第５のステップで多重したパラレル・デジタルデータから、所定のビットレートの
シリアル・デジタルデータを生成する第６のステップと、を有する
　信号送信方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　このように、ＣＨ１，３，５，７はタイミング基準信号ＳＡＶとタイミング基準信号Ｅ
ＡＶとアクティブビデオのみスクランブルして多重される。このとき、ＳＡＶの直前でス
クランブラのレジスタ値を全て０にセットしてエンコードし、タイミング基準信号ＥＡＶ
，ライン番号ＬＮ及び誤り検出符号ＣＲＣに続く１０ビットまでのデータを送る。一方、
受信側の後述するデスクランブラ４１は、レジスタ値をＳＡＶの直前で全て０にセットし
てデコードを開始する。そして、１０ビット余計に送られてきたデータにもデスクランブ
ル処理する。これにより、掛け算回路であるデスクランブラの桁上がりを計算して元のデ
ータを正確に再生できる。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　デスクランブラ４１は、自己同期型のデスクランブラである。デスクランブラ４１は、
送られたパラレル・デジタルデータにデスクランブルを掛けるが、タイミング基準信号Ｓ
ＡＶの直前でデスクランブラ４１内のレジスタの値を全て０にセットしてデコードを開始
する。そして、１０ビット余計に送られてきたデータにもデスクランブル処理する。これ
により、掛け算回路であるデスクランブラの桁上がりを計算して元のデータを正確に再生
できる。また、誤り検出符号ＣＲＣに続く１０ビットのデータにも自己同期型デスクラン
ブルを掛ける。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　またデスクランブラ４１は、自己同期型スクランブルを掛けた後、ＣＨ１，ＣＨ３，Ｃ
Ｈ５，ＣＨ７のチャンネル毎に値を変えてスクランブルを掛けられたビットの値を、元の
値である（０，０）（図９参照）に変更する。このことは、タイミング基準信号ＳＡＶ内
のＸＹＺの下位２ビットの値を元の値である（０，０）に変更する。この下位２ビットに
ついては、上述したスクランブラ２４の箇所で説明済みである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　Ｐ／Ｓ変換部４６は、このパラレル・デジタルデータをビットレート１．４８５Ｇｂｐ
ｓのＨＤ－ＳＤＩ信号にパラレル／シリアル変換して、ＨＤ－ＳＤＩ信号を再生する。各
ブロック３８－１，３８－３，３８－５，３８－７で再生されたＣＨ１，ＣＨ３，ＣＨ５
，ＣＨ７のＨＤ－ＳＤＩ信号は、図１６の４ｋ×２ｋ再生部３９に送られる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　Ｐ／Ｓ変換部４６は、このパラレル・デジタルデータをビットレート１．４８５Ｇｂｐ
ｓのＨＤ－ＳＤＩ信号にパラレル／シリアル変換して、ＨＤ－ＳＤＩ信号を再生する。各
ブロック３８－２，３８－４，３８－６，３８－８で再生されたＣＨ２，ＣＨ４，ＣＨ６
，ＣＨ８のＨＤ－ＳＤＩ信号は、図１６の４ｋ×２ｋ再生部３９に送られる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
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　図１６の４ｋ×２ｋ再生部３９は、デスクランブル・８Ｂ／１０Ｂ・Ｐ／Ｓ部３８から
送られたＣＨ１～ＣＨ８（ＬｉｎｋＡ及びＬｉｎｋＢ）のＨＤ－ＳＤＩ信号に、所定の処
理を施す回路である。この処理は、ＳＭＰＴＥ ４３５Ｍに従って放送用カメラ１内のマ
ッピング部１１（図２）の処理（図４）と逆の処理を施すことにより、３８４０×２１６
０／２４Ｐ，２５Ｐ，３０Ｐ／４：４：４／１２ビット信号を再生できる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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